
全
国

月

２
年
連
続
増

本
県
は

％

今
春
に
卒
業
予
定
で
就

職
を
希
望
し
て
い
る
高
校

生
の
昨
年
十
二
月
末
時
点

の
就
職
内
定
率
は
、
前
年

同
期
よ
り
２
・
５
㌽
増
の

・
４
％
で
、
二
年
連
続

上
回
っ
た
こ
と
が
十
七

日
、
文
部
科
学
省
の
調
査

で
分
か
っ
た
。

％
を
超
え
た
の
は
三

年
ぶ
り
で
、
改
善
傾
向
が

鮮
明
に
な
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

本
県
が
６
・
７
㌽
増
の

・
２
％
だ
っ
た
。
宮
城
県

は

・
４
％
で
前
年
同
期

比

・
０
㌽
増
の
大
幅
上

昇
と
な
り
、
岩
手
は
３
・

８
㌽
増
の

・
６
％
だ
っ

た
。文

科
省
は
「
高
校
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
春
か
ら
就

職
支
援
に
取
り
組
ん
だ
結

果
が
出
て
き
た
の
で
は
な

い
か
」
と
み
て
い
る
。

見
た
く
な
い

の
声
に
議
論

▼
１
▲

海
沿
い
の
高
台
に
あ
る
ビ
ル
へ

車
で
向
か
い
、
カ
メ
ラ
を
構
え
た
。

数
分
後
に
津
波
が
押
し
寄
せ
、
町

を
の
み
込
ん
で
い
く
。
「
夢
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」
。
胸
を
締
め
付
け

ら
れ
る
思
い
で
、
一
部
始
終
を
映

▼
恐
怖
と
怒
り

像
に
収
め
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後

二
時
四
十
六
分
、
岩
手
県
宮
古
市
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
記
者
、
カ
メ
ラ

マ
ン
を
兼
務
す
る
岩
手
め
ん
こ
い

テ
レ
ビ
宮
古
支
局
の
井
上
智
晶
さ

ん
三
二
は
「
落
ち
着
け
、
慌
て
る

な
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
海
へ
と

急
い
だ
。

「
津
波
を
撮
る
た
め
に
こ
の
支

局
に
い
る
よ
う
な
も
の
」
と
思
っ

て
き
た
。
地
震
が
き
た
ら
水
門
が

閉
鎖
す
る
映
像
を
撮
影
し
、
宮
古

漁
協
ビ
ル
へ
行
く
と
決
め
て
い

た
。漁

協
ビ
ル
近
く
で
車
を
降
り

た
。
隣
に
い
た
男
性
が
「
く
そ
ー
」

と
叫
ん
で
い
る
。
見
て
い
る
だ
け

の
も
ど
か
し
さ
。
恐
怖
と
怒
り
。

流
さ
れ
た
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

鳴
り
響
く
。
悲
鳴
の
よ
う
だ
。

津
波
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
で
送
れ
な
い
。
悔
し
さ
を

抱
え
た
ま
ま
避
難
所
の
小
学
校

へ
。
午
後
十
時
ご
ろ
、
応
援
の
秋

田
テ
レ
ビ
の
中
継
車
と
合
流
し
、

や
っ
と
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

震
災
後
の
一
カ
月
は
、
変
わ
り

▼
風
化
と
配
慮

果
て
た
町
を
見
る
だ
け
で
涙
が
流

れ
た
。
そ
の
後
、
震
災
の
教
訓
を

後
世
に
残
そ
う
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
を
制
作
し
、
八
月
に
放

送
し
た

今
後
は

経
済
的

精
神

的
に
取
り
残
さ
れ
て
い
く
人
が
出

な
い
よ
う
密
着
取
材
し
て
い
く
」。

震
災
か
ら
一
、
二
カ
月
が
た
っ

た
こ
ろ
か
ら
、
津
波
映
像
に
つ
い

て
視
聴
者
か
ら
「
思
い
出
し
て
、

つ
ら
く
な
る
」
「
も
う
見
た
く
な

い
」
と
い
う
声
が
局
に
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

君
沢
温
報
道
部
長
は
「
長
く
見

て
い
る
と
落
ち
込
ん
で
く
る
。
そ

れ
は
自
分
で
も
感
じ
て
い
た
」
と

打
ち
明
け
る
。
だ
が
「
映
像
を
封

印
す
る
こ
と
が
正
し
い
の
か
…
」。

局
内
で
議
論
を
重
ね
た
。

六
月
ご
ろ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
や

特
別
番
組
な
ど
で
津
波
映
像
を
流

す
際
、
事
前
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

「
気
分
が
悪
く
な
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は

継
続
し
て
視
聴
す
る
の
を
お
や
め

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
震
災
を
風
化
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
が
、
見
る
人
の
心

に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
」
と
君
沢

部
長
。
試
行
錯
誤
は
続
く
。

東
日
本
大
震
災
に
直
面
し

た
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
や

カ
メ
ラ
マ
ン
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
た
ち
は
何
を
思
い
、
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
き
た
の
か
。

い
ま
何
に
迷
い
、
悩
ん
で
い

る
の
か
。
模
索
と
苦
闘
の
現

場
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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南
相
馬
と
富
岡

住
民
が
一
時
帰
宅

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
か
ら
半
径
二
十
㌔
圏
内

の
警
戒
区
域
へ
の
三
巡
目

の
一
時
帰
宅
は
十
七
日
、

南
相
馬
市
と
富
岡
町
で
行

わ
れ
た
。
南
相
馬
市
は
二

百
九
十
七
世
帯
七
百
十
六

人
、
富
岡
町
は
三
百
四
世

帯
六
百
四
十
一
人
が
参
加

し
た
。

南
相
馬
市
の
九
世
帯
、

富
岡
町
の
十
二
世
帯
が

修
繕
・
引
っ
越
し
業
者
を

同
行
さ
せ
た
。
除
染
が
必

要
な
人
や
物
は
な
か
っ

た
。区

域
内
の
個
人
の
積
算

放
射
線
量
は
南
相
馬
市
が

〇
〜
一
四
㍃

、
富
岡
町

が
〇
〜
三
二
㍃

だ
っ

た
。十

八
日
は
双
葉
、
浪
江

の
両
町
で
行
わ
れ
る
予

定
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
。
郡
山
市
で
は
、

原
発
事
故
で
の
放
射
線
の
影
響
を
考
え
、
子
ど
も
た
ち
の

屋
外
活
動
の
制
限
が
今
も
続
い
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
を
た

め
る
子
ど
も
た
ち
。
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
、
心
と
体

を
ど
う
ひ
ら
く
か
。
郡
山
市
で
子
ど
も
の
心
と
体
の
ケ
ア

に
当
た
っ
て
い
る
小
児
科
医
、
菊
池
信
太
郎
さ
ん
に
聞
い

た
。
（
共
同
通
信
編
集
委
員
・
山
田
博
）

インタビュー
に答える菊池
信太郎さん

私
の
住
む
郡
山
市
は
、
事

故
を
起
こ
し
た
福
島
第
一
原

発
か
ら
お
よ
そ
六
十
㌔
。
放

射
線
事
故
の
影
響
を
考
え
、

子
ど
も
の
屋
外
活
動
は
保
育

園
、
幼
稚
園
児
は
三
十
分
以

内
、
小
学
生
は
体
育
の
時
間

を
含
め
て
三
時
間
以
内
な
ど

と
今
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。

当
然
だ
が
、
子
ど
も
の
暮

ら
し
は
と
て
も
窮
屈
だ
。

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
勇
ん
で

出
て
き
た
鼓
笛

の
幼
稚
園

児
は
室
内
で
念
入
り
に
支
度

を
整
え
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
と

張
り
切
っ
て
も
、
本
番
の
パ

レ
ー
ド
は
三
十
分
以
内
で
済

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
動
会
も
、
小
学
校
の
半

分
く
ら
い
は
校
庭
を
使
っ
た

が
、
実
際
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

降
り
て
く
る
の
は
出
番
が
き

た
生
徒
だ
け
。
他
は
校
舎
で

待
機
、と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
。

こ
ん
な
こ
と
で
子
ど
も
の
元

気
が
出
る
わ
け
が
な
い
。

震
災
以
来
、
地
震
だ
、
放

射
線
が
危
な
い
、
と
ほ
ん
ろ

う
さ
れ
続
け
た
親
に
す
れ

ば
、
子
ど
も
を
外
に
出
す
気

に
な
れ
な
い
の
も
当
た
り
前

だ
。
親
の
気
持
ち
の
こ
わ
ば

り
が
子
ど
も
に
伝
わ
り
、
子

ど
も
自
身
が
外
に
出
て
遊
ぶ

こ
と
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

よ
う
に
な
る
。

昨
年
五
月
末
、
市
内
の
幼

稚
園
で
四
、
五
歳
児
の
そ
れ

ま
で
一
年
間
の
体
重
の
増
え

方
を
調
べ
た
が
、
前
年
の
四

分
の
一
し
か
増
え
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
私
の
病

院
の
診
察
で
も

震
災
後

小

学
生
に
も

肩
こ
り

頭
痛

便
秘
と
ま
る
で
大
人
な
み
の

不
定
愁
訴
が
目
立
っ
て
き

た
。
外
に
も
出
ら
れ
な
い
縮

こ
ま
っ
た
生
活
で
体
と
心
が

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
だ
。

子
ど
も
に
は
体
を
使
っ
て

遊
ぶ
環
境
が
必
要
と
い
う
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

八
月
末
に
、
市
や
遊
具
販
売

会
社
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

三
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
。
た
っ
た
二
百
平
方
㍍

し
か
な
い
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
。
そ
こ
に
空
気
の
反
発
力

で
跳
び
は
ね
る
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
な
ど
大
型
遊
具
を
用
意
し

た
ら
、
三
千
五
百
人
も
の
親

子
が
詰
め
掛
け
た
の
だ
。
本

当
に
び
っ
く
り
し
た
。

汗
だ
く
で
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

を
跳
び
続
け
る
、
ひ
た
す
ら

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
走
る

…
や
り
た
い
だ
け
遊
び
切
る

子
ど
も
た
ち
の
屈
託
の
な
い

笑
顔
に
、
子
ど
も
た
ち
は
体

を
使
っ
た
遊
び
に
こ
ん
な
に

飢
え
て
い
た
の
か
、
と
思
い

知
ら
さ
れ
た
。

ど
の
親
も
「
こ
ん
な
い
い

顔
、
久
し
ぶ
り
に
見
た

し

っ
か
り
動
く
と
こ
ん
な
ふ
う

に
笑
う
の
か
。
安
心
し
た
」

と
大
喜
び
。
子
ど
も
の
元
気

は
、
親
の
ス
ト
レ
ス
も
和
ら

げ
る
の
だ
。

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
は
多

く
の
人
の
心
を
動
か
し
た
。

「
も
っ
と
や
っ
た
方
が
い

い
」
。
テ
レ
ビ
を
見
た
地
元

の
ス
ー
パ
ー
経
営
者
か
ら
常

設
の
遊
び
場
づ
く
り
に
と
空

き
倉
庫
提
供
の
申
し
出
が
あ

り
、
遊
具
も
無
償
提
供
し
て

く
れ
る
こ
と
に
。

そ
の
結
果
、
昨
年
十
二
月

誕
生
し
た
の
が
室
内
遊
び
場

「
Ｐ
Ｅ
Ｐ

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

Ｋ

ｏ
ｒ
ｉ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
（
ペ
ッ
プ

キ
ッ
ズ
こ
お
り
や
ま
）」だ
。

広
さ
は
約
千
九
百
平
方

㍍
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、

大
型
砂
場
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

な
ど
多
く
の
遊
具
を
備
え
、

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
せ

る
本
格
施
設
だ
。
対

は
十

二
歳
以
下
だ
が
、
利
用
は
無

料
。土
、日
に
は
千
五
百
人
、

平
日
で
も
千
人
の
親
子
が
喚

声
を
あ
げ
て
い
る
。

今
、
福
島
の
子
は
お
り
の

中
で
飼
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

も
の
だ
。
放
射
線
の
恐
怖
の

な
か
で
発
達
に
必
要
な
体
験

を
積
め
ず
に
貴
重
な
時
間
を

失
っ
て
い
る
。

子
ど
も
は
、
五
感
を
動
員

し
体
の
力
を
フ
ル
に
発
揮
し

て
こ
そ
体
も
心
も
育
っ
て
い

く
。
国
や
行
政
に
は
、
必
要

な
経
験
を
奪
わ
れ
て
い
る
子

ど
も
の
現
実
を
見
据
え
た
取

り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

子
ど
も
の
屋
外
活
動
制
限

郡山の小児科医

インタビュー
発
達
に
必
要
な
体
験
を

福
島

仮
設
の
高
齢
者
ら
対

福
島
市
に
開
所
し
た
浪
江

町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ

く
し
ま

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
で
福
島
市
の
仮
設

住
宅
に
避
難
す
る
浪
江
町

の
高
齢
者
や
子
ど
も
、
体

の
不
自
由
な
人
の
日
常
生

活
を
支
え
る
拠
点
施
設

「
浪
江
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ふ
く
し
ま
」
が
十
七

日
、
同
市
笹
谷
に
開
所
し

た
。施

設
の
延
べ
床
面
積
は

約
三
百
平
方
㍍
で
、
屋
内

に
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
全
身
運
動
の
機
器
計
十

四
台
を
設
置
し
て
い
る
。

浪
江
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ

ｉ
ｎ
が
県
の
委
託
を
受
け

て
運
営
す
る
。

介
護
予
防
の
拠
点
と
し

て
仮
設
住
宅
や
借
り
上
げ

住
宅
に
入
居
す
る
高
齢
者

を
対

に
体
操
教
室
を
開

く
ほ
か
、
住
民
同
士
が
交

流
を
深
め
る
サ
ロ
ン
も

開
催
す
る
。
児
童
の
預
か

り
事
業
も
行
う
予
定
。
登

録
制
で
、
問
い
合
わ
せ
は

同
セ
ン
タ
ー

電
話
０
２

４
（
５
５
９
）
２
５
５
２

へ
。
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河川底質
▶県北
阿武隈川・高田橋 280 330
同・蓬萊橋 76 100
同・大正橋 1200 1500
広瀬川・阿武隈川合流前540 740
同・館ノ腰橋 450 580
同・地蔵川原橋 380 490
小国川・広瀬川合流前2100 2500
摺上川・阿武隈川合流前260 370
同・十綱橋 76 110
八反田川・八反田橋 1200 1500
松川・阿武隈川合流前 180 220
荒川・阿武隈川合流前 190 270
同・日ノ倉橋 120 150
須川・須川橋 59 78
濁川・大森川合流前 280 370
水原川・下藤内橋 250 320
女神川・鶴巻橋 680 890
移川・小瀬川橋 230 320
移川（支流：口太川）・口太川橋

670 770
五百川・阿武隈川合流前190 260
同・上関下橋 320 380
▶県中
阿武隈川・江持橋 56 68
同・阿久津橋 49 67
五百川・石莚川合流後 84 100
逢瀬川・馬場川合流点前410 550

同・幕ノ内橋 140 190
同・阿武隈川合流前 310 380
大滝根川・船引橋 51 68
同・阿武隈川合流前 120 150
谷田川・谷田川橋 31 48
笹原川・新橋 110 150
釈迦堂川・須賀川市水道取水点

43 54
同・阿武隈川合流前 41 48
社川・王子橋 16 20
今出川・猫啼橋 19 28
北須川・やなぎ橋 65 100
夏井川・北ノ内橋 34 42
▶県南
阿武隈川・羽太橋 34 47
同・田町大橋 98 130
同・川ノ目橋 11 23
社川・社川橋 57 51
谷津田川・阿武隈川合流前

150 180
黒川・栃木県境 18 32
久慈川・松岡橋 10 13
同・高地原橋 ― 14
▶会津
阿賀野川・大川橋 ― 13
同・宮古橋 61 73
同・新郷ダム 560 660
只見川・西谷橋 ― ―
同・藤橋 ― ―
田付川・大橋 89 110
同・下川原橋 74 95
宮川・細工名橋 75 100
旧宮川・丈助橋 230 290
濁川・濁川橋 13 23
同・山崎橋 56 83
日橋川・南大橋 68 90
湯川・滝見橋 150 170
同・新湯川橋 1300 1700

同・阿賀野川合流前 110 130
旧湯川・粟ノ宮橋 1100014000
長瀬川・小金橋 18 34
酸川・酸川野 25 27
▶南会津
阿賀野川・田島橋 ― ―
伊南川・青柳橋 ― ―
同・黒沢橋 ― ―
▶相双
小泉川・小泉橋 460 600
同・百間橋 880 1000
宇多川・掘坂橋 1000 1300
同・百間橋 220 270
真野川・落合橋 290 370
同・真島橋 1500 1900
新田川・草野 560 730
同・小宮 1900 2500
同・木戸内橋 1100 1500
同・鮭川橋 270 340
太田川・石渡戸橋 6300 8100
同・上ノ内橋 1000012000
同・益田橋 1300 1600
同・ＪＲ鉄道橋 1300 1700
同・丸山橋 32 39
小高川・善丁橋 300 420
同・ハツカラ橋 670 830
請戸川・室原橋 3800049000
同・請戸橋 1600021000
高瀬川・慶応橋 770 880
前田川・国道６号線西側

830010000
同・中浜橋 1300 1600
熊川・国道６号線西側3100 4000
同・三熊橋 4700 6100
富岡川・国道６号線西側

1200 1600
同・小浜橋 7700 9900
井出川・本 橋 1500 2000
木戸川・西山橋 310 380
同・長瀞橋 230 300
同・木戸川橋 1100 1400
浅見川・坊田橋 370 460
地蔵川・浜畑橋 1900 2500

▶いわき
大久川・蔭磯橋 820 1000
小久川・連郷橋 84 100
夏井川・久太夫橋 190 250
同・六十枚橋 26 32
好間川・岩穴つり橋 160 220
同・夏井川合流前 190 250
仁井田川・霞田橋 71 77
同・松葉橋 280 330
藤原川・島橋 67 90
同・みなと大橋 99 140
川・井戸沢橋 11 19

同・ 川橋 190 250
四時川・小室橋 53 68
蛭田川・小塙橋 140 160
同・蛭田橋 590 760

湖沼・ダム貯水池底質
▶県北
摺上川ダム貯水池・ダムサイト

250 320
▶県中
羽鳥湖・湖心 940 1300
千五沢ダム貯水池・ダムサイト

520 720
三春ダム貯水池・ダムサイト

― ―
こまちダム・貯水池内 650 810
▶県南
堀川ダム・ダムサイト2900 3900
▶会津
大川ダム貯水池・湖心 490 630
沼沢湖・湖心 ― 59
猪苗代湖・湖心 ― ―
檜原湖・湖心 170 310
小野川湖・湖心 ― 57
秋元湖・湖心 920 1100
曽原湖・湖心 86 110
雄国沼・湖心 680 990
磐梯五色沼湖沼群・毘沙門沼・湖心

― ―
東山ダム貯水池・ダムサイト

110 180

農業用ため池底質

日中ダム・貯水池内 620 760
▶南会津
奥只見貯水池・湖心 ― 18
田島ダム・ダムサイト ― ―
▶相双
真野ダム・貯水池内 5200 6300
松ケ房ダム（宇多川湖）・湖心

1600 2000
横川ダム・ダムサイト1000013000
岩部ダム・ダムサイト5300 6900
高の倉ダム・ダムサイト

1700022000
木戸ダム・ダムサイト7800 9800
大柿ダム・貯水池内 3600 4800
滝川ダム・貯水池内 2200028000
坂下ダム・貯水池内 3100038000
▶いわき
四時ダム・ダムサイト1400 1900
高柴ダム・貯水池内 630 800
小玉ダム・貯水池内 590 770

▶県北
半田沼・桑折町 990012000
大池・本宮市 1800 2200
▶県中
広平・須賀川市 250 320
宝ノ草・郡山市 160 240
▶県南
渡利池・矢吹町 250 300
泉川・白河市 6200 8000
南湖・白河市 980 1000
▶会津
大沼・西会津町 12 16
寺入・会津美里町 730 910
▶南会津
福井・只見町 23 24
▶相双
武井・新地町 63 66
内沢・相馬市 23 22
▶いわき
神下堤下・いわき市平1800 2200
新池・いわき市 230 310

※単位は１㌔当たりのベクレル。

月調査速報値。左の数値はセ

シウム134、右はセシウム137。

「―」は検出限界未満。
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死者 行 方
不明者

合 計1936人 216人
福 島 市 ３人 ―
郡 山 市 １人 ―
須賀川市 10人 １人
田 村 市 １人 ―

三 春 町 １人 ―
白 河 市 12人 ―
西 郷 村 ３人 ―
会津若松市 １人 ―
相 馬 市 458人 ―
南相馬市 631人 ７人
広 野 町 ２人 １人
楢 葉 町 33人 ―
富 岡 町 69人 ４人
大 熊 町 44人 １人
双 葉 町 53人 １人
浪 江 町 181人 ３人
葛 尾 村 ７人 ―
新 地 町 114人 ―
飯 舘 村 １人 ―
いわき市 310人 37人

※
人
数
は

日
午
後
５
時
現
在

合
計
は
死
者
が
県

行
方
不
明
者
が
県
警
の
発
表
。
死
者

は

行
方
不
明
者
で
死
亡
届
が
出
さ
れ
た
人

県
内
に
居
住
し
県
外
で
被
災
し
た
死
者
を
含

む

市
町
村
別
は
県
の
発
表

行
方
不
明
者
の
合
計
と
市
町
村
別
の
人
数
は
一
致
し
な
い
。
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石 川 町 １人 ―
莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

震
災
県
内
死
者

人

東
日
本
大
震
災
の
県
内

の
死
者
は
十
七
日
午
後
五

時
現
在
、
千
九
百
三
十
六

人
で
行
方
不
明
者
は
二
百

十
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
の
被
害
は
二
十
三
万

二
千
百
四
十
四
棟
。

対

作
物

地
域

決
ま
る

牛
用
飼
料
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
暫
定
許
容
値
が
一
㌔

当
た
り
一
〇
〇

以
下
に
厳

格
化
さ
れ
る
の
に
伴
い
実
施

す
る
再
調
査
に
つ
い
て
県
は

十
七
日
、
対

の
作
物
、
地

域
を
発
表
し
た
。
作
物
は
平

成
二
十
三
年
産
の
牧
草
、
飼

料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
稲
ワ

ラ
・
稲
発
酵
粗
飼
料
。
一
〇

〇

を
超
え
た
地
域
は
使
用

自
粛
を
求
め
る
。

暫
定
許
容
値
は
四
月
一
日

に
食
品
の
新
基
準
値
（
牛
肉

は
一
㌔
当
た
り
一
〇
〇

超
、
牛
乳
は
五
〇

超
）
が

適
用
さ
れ
る
の
に
伴
い
、「
三

〇
〇

以
下
」
か
ら
厳
格
化

さ
れ
た
。
県
は
三
月
中
旬
ま

で
に
調
査
を
終
え
る
。
農

に
は
乳
用
牛
用
飼
料
は
三
月

十
五
日
、
そ
れ
以
外
の
牛
用

飼
料
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
飼
料
を
一
〇
〇

以
下
の

物
に
切
り
替
え
て
も
ら
う
。

全
作
物
と
も
昨
年
の
調
査

で
既
に
一
〇
〇

を
超
え
て

い
た
地
域
は
使
用
自
粛
と

し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
は
一

地
域
当
た
り
三
点
以
上
の
再

調
査
で
一
点
で
も
一
〇
〇

を
超
え
れ
ば
自
粛
と
す
る
。

牧
草
の
再
調
査
、
使
用
自

粛
地
域
は
【
表
】
の
通
り
。

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
再

調
査
、
使
用
自
粛
地
域
、
稲

ワ
ラ
・
稲
発
酵
粗
飼
料
の
再

調
査
地
域
（
旧
市
町
村
単
位
）

は
次
の
通
り
。

【
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
】

◇
自
粛
‖
須
賀
川
市
旧
岩
瀬

村
、
い
わ
き
市
南
部

◇
再
調

査
‖
須
賀
川
市
旧
長
沼
町
、
同

旧
須
賀
川
市
、い
わ
き
市
北
部
、

同
中
部

【
稲
ワ
ラ
・
稲
発
酵
粗
飼
料
】

◇
再
調
査
▽
福
島
市
‖
荒

井
、
土
湯
、
佐
倉
、
湯
野
、
茂

庭
、
大
森
、
鳥
川
、
松
川
、
金

谷
川
、
大
久
保
、
明
治
▽
川
俣

町
‖
川
俣
▽
伊
達
市
‖
伏
黒
、

伊
達
、
大
枝
、
粟
野
、
白
根
、

五
十
沢
、
保
原
▽
桑
折
町
‖
伊

達
崎
▽
二
本
松
市
‖
二
本
松
、

油
井（
二
本
松
市
）、
下
川
崎
、

旭
、
針
道
▽
本
宮
市
‖
青
田
▽

大
玉
村
‖
玉
井
▽
郡
山
市
‖
大

槻
、
喜
久
田
、
日
和
田
、
富
久

山
、
逢
隈
、
高
野
▽
田
村
市
‖

文
珠
、
美
山
▽
三
春
町
‖
御
木

沢
、
沢
石
、
要
田
▽
須
賀
川
市

‖
西
袋
、
長
沼
、
白
江
▽
白
河

市
‖
白
河
、
小
田
川
、
大
屋
、

信
夫
▽
棚
倉
町
‖
棚
倉
、
近
津

▽
相
馬
市
‖
大
野
、
山
上
、
磯

部
、
日
立
木
、
八
幡
▽
い
わ
き

市
‖
豊
間
、
箕
輪
、
勿
来
、
好

間

１番草 ２番草 ３番草
郡 山
西 部

郡山市（阿武隈川以西、富
久山町含む） ― 100 超

→自粛 再調査

田 村
南 部

田村市（旧大越町、旧滝根
町）小野町 ― 100 超

→自粛 再調査

石川郡石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町 ― 再調査 再調査

西白河
郡東部

矢吹町、泉崎村、中島村、
白河市（旧表郷村、旧東村） ― ― 再調査

いわきいわき市 ― ― 100 超
→自粛

猪苗代
南 部猪苗代町（吾妻地区を除く）

100 超
→自粛 再調査 再調査

若松・
坂 下

会津若松市、磐梯町、会津
坂下町 湯川村 会津美里町 再調査 再調査 再調査

会 津
北西部

柳津町、三島町 金山町 北
塩原村 喜多方市 西会津町 再調査 再調査 再調査

南会津下郷町、南会津町、只見町 再調査 再調査 再調査
莱

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

新暫定許容値施行に伴う牧草の使用自粛地域と再調査地域

地域 対 市町村 莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
新暫定許容値後の対応

※数値は１㌔当たり。

日の県内 地点の環境放射線量測定値

※測定場所は県北保健福祉事務所、二本松市役所、郡山合
同庁舎、県南合同庁舎、会津若松合同庁舎、南会津合同
庁舎、南相馬合同庁舎、いわき合同庁舎、田村市役所、
飯舘村役場、川俣町山木屋駐在所。川俣町役場と小国ふ
れあいセンターは午前と午後に２回計測。平常値の「―」
は定点観測していないため出ない。

測定
時刻

平常
値

004 ―
004～
006

004～
005

004～
005

002～
004

005
005～
006

― ― ―

1：00

4：00

7：00

10：00

13：00

16：00

19：00

福島市二本松市 郡山市白河市会 津
若松市

南会津
町

南相馬
市

いわき
市 平

田村市
船引町飯舘村

川俣町
山木屋

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

川俣町役場

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩
伊達市小国
ふれあいセ
ンター

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

（単位は㍃ ／時間）

9：26 10：12

14：55 13：40

057

057

129

130

082 069 064 034 010 006 038 018 ― 075 081

082 070 062 034 010 007 039 018 ― 075 081

079 069 062 033 012 007 038 018 ― 074 081

078 073 061 032 011 006 038 017 013 074 080

081 069 064 033 011 006 037 017 014 076 082

082 067 060 032 010 007 037 016 013 076 081

080 ― 064 033 010 007 038 018 011 ― ―

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

【
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関
す

る
相
談
・
説
明
】

▼
県
‖
原
子
力
損
害
賠
償
制

度
の
概
要
、
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
指
針
、
賠
償
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。
土
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
午
前
８
時
半
〜
午
後
９

時
。
毎
週
水
、
金
曜
午
後
１
〜

５
時
は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
も
行
う
。
☎
０
２
４
（
５
２

３
）
１
５
０
１

【
放
射
線
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

▼
政
府
原
子
力
災
害
現
地
対

策
本
部
‖
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
９
８
８
３
５
９

（
午
前
８
時
〜
午
後

時
）

▼
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
放
射
線
に
関
す
る
健
康
相
談
）

‖
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
１
２
０
）
７
５
５
１
９

９
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

▼
被
ば
く
医
療
健
康
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
放
射
線
に
関
す

る
一
般
健
康
相
談
）
‖
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
☎
０
４
３

（
２
９
０
）
４
０
０
３
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
緊
急
被
ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
実
施
施
設
‖
平
日
午
前

時
〜
午
後
５
時
▽
福
島
‖
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
▽
郡
山
‖
市

保
健
所
▽
須
賀
川
‖
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
▽
白
河
‖
県
南
保

健
福
祉
事
務
所
▽
会
津
若
松
‖

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
▽
南
会

津
‖
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▽
い
わ
き
‖
市
保
健
所
▽
南
相

馬
‖
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
相
双
の
み
土
、
日
曜
、
祝
日

も
可
能
）

変
更
の
場
合
あ
り

▼
生
活
相
談
窓
口
「
ふ
み
だ

す
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財

団
に
よ
る
「
ふ
み
だ
す
ふ
く
し

ま
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ

ン
タ
ー
が
県
内
や
避
難
先
で
の

生
活
相
談
、
法
律
相
談
、
一
時

転
居
や
子
ど
も
向
け
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
を
無
料
で
実
施

す
る
。
▽
生
活
相
談
‖
福
島
市

太
田
町

の
８
、
ア
ー
バ
ン
横

山
Ⅰ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

午
前

時
〜
午
後
６
時
（
水
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
受
け

付
け
る
。
直
接
来
所
の
場
合
は

予
約
が
必
要
。
☎
０
２
４
（
５

７
３
）
２
７
３
１
、
フ
ァ
ク
ス

０
２
４（
５
７
３
）２
７
３
３
、

メ

ー

ル

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｆ
ｉ
ｓ
ｆ

ｒ
ｅ
ｎ
ｐ
ｕ
ｋ
ｕ
ｃ
ｏ
ｍ

▽
弁

護
士
に
よ
る
個
別
法
律
相
談
‖

毎
月
第
２
、
第
４
火
曜
日
（
た

だ
し
２
月

日
は
休
み
）
午
後

に
同
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
予
約

が
必
要
▽
原
子
力
損
害
賠
償
請

求
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
‖

日

午
後
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

３
月
９
日
午
後
１
時
半
か
ら
郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
ア
イ
で
開
く
。

予
約
が
必
要
。

▼
法
律
や
税
務
に
関
す
る
無

料
相
談
会

東
京
弁
護
士
会
、

第
一
東
京
弁
護
士
会
、
第
二
東

京
弁
護
士
会
、
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
は

日
午
後
６
〜
８
時
に
東
京
都
世

田
谷
区
北
沢
の
北
沢
タ
ウ
ン
ホ

ー
ル
で
開
く
。
弁
護
士
、
税
理

士
が
被
災
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
る
。
東
京
電
力
へ
の

賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
対
応
す

る
。
事
前
の
申
し
込
み
不
要
。

▼
無
形
民
俗
文
化
財
の
被
災

調
査
‖
民
俗
芸
能
学
会
福
島
調

査
団
が
県
内
で
進
め
て
い
る
。

継
承
者
や
保
存
会
な
ど
の
被
災

情
報
の
提
供
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
調
査
団
本
部
☎
０
２
４
３

（

）
２
９
４
１

▼
震
災
遺
児
修
学
援
助
基
金

の
修
学
資
金
給
付
‖
小
・
中
学

校
、
高
校
、
高
専
、
特
別
支
援

学
校
、
専
修
学
校
、
大
学
（
短

大
含
む
）
に
在
学
中
で
震
災
で

死
亡
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
父

母
ら
に
養
育
さ
れ
て
い
た
遺
児

が
対

。
給
付
額
は
１
人
年
間

万
２
千
円
で
期
間
は
申
し
込

み
が
あ
っ
た
学
年
か
ら
大
学
４

年
終
了
ま
で
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
大

学
生
ま
で
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
未
就
学
児
は
待
機
児
童

と
し
て
登
録
し
、
小
学
校
入
学

時
か
ら
給
付
す
る
。
申
し
込
み

は
所
定
の
申
込
書
を
そ
ろ
え
て

郵
送
す
る
。
連
絡
先
は
高
速
道

路
交
流
推
進
財
団

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０
）
７
６
８

６
６
０
（
平
日
午
前
９
時
半
〜

午
後
５
時
半
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

ｗ
ｗ
ｗ
ｈ
ｉ
ｇ

ｈ
ｗ
ａ
ｙ
ｏ
ｒ
ｊ
ｐ

▼
県
歴
史
資
料
館（
福
島
市
）

が
臨
時
休
館

東
日
本
大
震
災

に
伴
う
災
害
復
旧
と
耐
震
改
修

工
事
の
た
め

日
か
ら
休
館
す

る
。
再
開
は
今
年
秋
ご
ろ
の
見

通
し
。
隣
接
す
る
県
文
化
セ
ン

タ
ー
は
同
工
事
の
た
め
昨
年

月
末
か
ら
休
館
中
。
☎
０
２
４

（
５
３
４
）
９
１
９
１

◇
お
こ
と
わ
り

連
載

「
新

日
本
の
幸
福
」
は

休
み
ま
し
た
。

【牛肉】
※食品衛生法の暫定基準値は放
射性セシウム 134137の合
算500 。

矢吹 検出せず 検出せず
＜83 ＜61

矢吹 〃 ＜74 〃 ＜69
矢吹 〃 ＜90 〃 ＜72
矢吹 〃 ＜84 〃 ＜64
下郷 〃 ＜74 〃 ＜66
喜多方 〃 ＜78 〃 ＜82
郡山 〃 ＜12 〃 ＜93
相馬 〃 ＜96 〃 ＜88
相馬 〃 ＜70 〃 ＜85
新地 〃 ＜86 〃 ＜72
相馬 〃 ＜79 〃 ＜77
相馬 〃 ＜90 〃 ＜79
矢吹 〃 ＜73 〃 ＜61
白河 〃 ＜84 〃 ＜71
二本松 〃 ＜11 〃 ＜97
鏡石 〃 ＜96 〃 ＜69
郡山 〃 ＜86 〃 ＜85
郡山 〃 ＜94 〃 ＜74
田村 〃 ＜82 〃 ＜74
須賀川 〃 ＜72 〃 ＜65
須賀川 〃 ＜95 〃 ＜76
川 〃 ＜84 〃 ＜77
西郷 〃 ＜74 〃 ＜54
二本松 〃 ＜80 〃 ＜69
小野 〃 ＜91 〃 ＜94
田村 〃 ＜82 〃 ＜79
小野 〃 ＜98 〃 ＜76
福島 〃 ＜99 〃 ＜79
田村 〃 ＜89 〃 ＜87
小野 〃 ＜86 〃 ＜67
須賀川 13 20
郡山 検出せず 検出せず

＜81 ＜82
喜多方 〃 ＜81 〃 ＜80

【野菜】
※食品衛生法の暫定基準値は放射性セシ
ウム134137の合算500 。

福島：ホウレンソウ検出せず 検出せず
＜11 ＜11

福島：タラノメ（施設）
〃 ＜12 22

郡山：イチゴ 施設 〃 ＜73 検出せず
＜63

南相馬：シュンギク（施設）
〃 ＜11 〃 ＜85

南相馬：シュンギク（施設）
〃 ＜11 〃 ＜81

南相馬：ホウレンソウ（施設）
〃 ＜97 〃 ＜83

南相馬：ミズナ（施設）
〃 ＜92 〃 ＜12

南相馬：ミズナ（施設）
〃 ＜97 〃 ＜86

南相馬：キャベツ〃 ＜11 〃 ＜89
川俣：タラノメ 施設 39 63
川内：タラノメ 施設 12 検出せず

＜11
川内：タラノメ（施設）

検出せず 〃 ＜93
＜83

南相馬：ダイコン〃 ＜90 〃 ＜82

【キノコ】
※食品衛生法の暫定基準値は放射性セシ
ウム134137の合算500 。

いわき：菌床シイタケ（施設）
検出せず 85
＜94

喜多方：原木シイタケ（施設）
19 27

新地：菌床ナメコ（施設）
検出せず 検出せず
＜97 ＜80

※単位は１㌔当たりのベクレル。左の数
値はセシウム134、右はセシウム137。
「＜」の右側の数値は検出下限値。

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蒿
蓂
蓂
蓂
蓄 蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

蓂
蓂
蓂

蓁

野
菜

点
は

基
準
下
回
る

放
射
性
物
質
検
査

県
は
十
七
日
、
野
菜
の
放

射
性
物
質
検
査
結
果
を
【
表
】

の
通
り
発
表
し
た
。
五
市
町

村
の
七
品
目
、
十
三
点
を
調

べ
、
全
て
で
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
は
食
品
衛
生
法
の
暫
定
基

準
値
（
一
㌔
当
た
り
五
〇
〇

超
）
を
下
回
る
か
、
検
出

下
限
値
未
満
だ
っ
た
。

検
出
値
の
最
大
は
川
俣
町

の
タ
ラ
ノ
メ
（
施
設
）
で
一

〇
二

。

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
全
検
体

で
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。牛

肉
は
基
準
下
回
る

県
は
十
七
日
、
牛
肉
の
放

射
性
物
質
検
査
の
結
果
を

【
表
】
の
通
り
発
表
し
た
。

十
五
市
町
村
の
畜
産
農

二

十
八
戸
で
生
産
さ
れ
た
三
十

三
頭
を
調
べ
、
全
て
で
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
食
品
衛
生
法

の
暫
定
基
準
値
（
一
㌔
当
た

り
五
〇
〇

超
）
を
下
回
る

か
、
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。検

出
さ
れ
た
の
は
須
賀
川

市
の
一
頭
で
三
三

だ
っ

た
。
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
全
検

体
で
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。キ

ノ
コ
基
準
超
な
し

県
は
十
七
日
、
キ
ノ
コ
の

放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
を

【
表
】
の
通
り
発
表
し
た
。

い
わ
き
、
喜
多
方
、
新
地
の

三
市
町
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ

（
施
設
）
な
ど
を
調
べ
、
全

て
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
食

品
衛
生
法
の
暫
定
基
準
値

（
一
㌔
当
た
り
五
〇
〇

超
）

を
下
回
る
か
、
検
出
下
限
値

未
満
だ
っ
た
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
全
検
体

で
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。

請
戸
川
室
原
橋
周
辺
底
部
土
壌

セ
シ
ウ
ム
８
万

検
出
河川など
調 査

政
府
の
原
子
力
災
害
現
地

対
策
本
部
と
県
災
害
対
策
本

部
は
十
七
日
、
県
内
の
河
川

百
十
三
地
点
と
湖
沼
・
ダ
ム

貯
水
池
三
十
二
地
点
（
底
質

は
三
十
一
地
点
）
、
農
業
用

た
め
池
十
四
地
点
に
つ
い
て

水
質
と
底
部
土
壌
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
の
結
果
を
公
表

し
た
。

底
部
土
壌
の
検
査
結
果
は

【
表
】
の
通
り
。
相
双
地
区

の
請
戸
川
の
室
原
橋
周
辺
が

一
㌔
当
た
り
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
１
３
４
が
三
万
八
〇
〇
〇

、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
四

万
九
〇
〇
〇

と
な
っ
て
い

る
。河

川
の
水
質
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
県
北
地
区
の
移
川

の
小
瀬
川
橋
周
辺
が
最
も
多

く
、
一
㍑
当
た
り
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
が
三

、
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
が
四

だ
っ
た
。
湖

沼
・
ダ
ム
貯
水
池
、
農
業
用

た
め
池
の
水
質
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
不
検
出
だ
っ
た
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
河
川
、

湖
沼
・
ダ
ム
貯
水
池
、
農
業

用
た
め
池
の
水
質
、
底
部
土

壌
と
も
検
出
下
限
値
未
満
だ

っ
た
。

大
柿
ダ
ム
周
辺

セ
シ
ウ
ム

万
浪

江

環
境
省
は
十
七
日
、
岩
手
、

福
島
両
県
の
河
川
や
湖
な
ど

計
二
百
十
四
地
点
で
測
定
し

た
土
壌
な
ど
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
の
濃
度
を
公
表
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
警
戒
区
域
に
あ
る
浪
江

町
の
大
柿
ダ
ム
周
辺
の
土
壌

で
、
最
大
一
㌔
当
た
り
三
四

万

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

検
出
し
た
。

環
境
省
が
行
っ
た
本
県
全

域
で
の
調
査
は
二
回
目
。
福

島
県
内
の
河
川
や
湖
で
は
前

回
調
査
よ
り
も
数
値
が
高
い

地
点
が
あ
り
、
同
省
は
「
雨

で
比
較
的
高
濃
度
の
土
壌
が

流
れ
込
ん
で
た
ま
っ
た
可
能

性
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

一
〇
万

を
超
え
る
一
般

ご
み
の
焼
却
灰
な
ど
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
仕
切
り

や
雨
水
流
入
防
止
設
備
も
備

え
た
処
分
場
に
埋
め
立
て
る

必
要
が
あ
り
、
三
四
万

は

そ
れ
を
上
回
る
水
準
。

地
点
の
地
下
水

放
射
性
物
質
不
検
出

南
相
馬
と
川
内

環
境
省
は
十
七
日
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の

旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に

あ
る
南
相
馬
市
、
川
内
村
の

計
千
二
百
九
十
地
点
で
井
戸

な
ど
の
地
下
水
を
調
査
し
、

全
地
点
で
放
射
性
ヨ
ウ
素
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
と
発
表
し

た
。南

相
馬
市
は
昨
年
十
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
原
町
区

の
六
百
七
十
五
カ
所
を
調
べ

た
。
川
内
村
は
昨
年
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
上
川

内
と
下
川
内
の
六
百
十
カ
所

を
調
査
し
た
。

土
壌
の
有
害
物
質

６
地
点
で
基
準
超

被
災
地
で
調
査

環
境
省
は
十
七
日
、
被
災

地
の
土
壌
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

相
馬
、
南
相
馬
、
い
わ
き
の

三
市
三
十
一
地
点
を
調
べ
、

六
地
点
で
ヒ
素
や
鉛
な
ど
の

土
壌
溶
出
量
・
土
壌
含
有
量

の
基
準
値
を
上
回
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の

被
害
な
ど
を
受
け
た
施
設
に

使
わ
れ
た
特
定
有
害
物
質
が

周
囲
の
環
境
に
影
響
を
与
え

て
い
な
い
か
昨
年
十
二
月
か

ら
一
月
に
か
け
て
調
べ
た
。

同
省
が
基
準
値
を
超
え
た
地

点
の
周
辺
の
井
戸
な
ど
の
水

質
を
調
べ
て
い
る
。

土
壌
溶
出
量
・
含
有
量
の

基
準
値
を
上
回
っ
た
の
は
次

の
通
り
（
か
っ
こ
内
は
基
準

値
、
単
位
は
一
㍑
当
た
り
の

㍉
㌘
で
、
土
壌
含
有
量
の
み

一
㌔
当
た
り
の
㍉
㌘
）
。

◇
相
馬
市
▽
程
田
公
会
堂
‖

ヒ
素
・
そ
の
化
合
物
０
・
０
１

１
（
０
・

）

◇
南
相
馬
市
▽
市
消
防
団
鹿

島
区
第
三
分
団
第
三
部
屯
所
‖

ヒ
素
・
そ
の
化
合
物
０
・
０
２

２
（
０
・

）
▽
真
野
小
‖
ヒ

素
・
そ
の
化
合
物
０
・
０
１
３

（
０
・

）

◇
い
わ
き
市
▽
江
名
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
‖
鉛
・
そ
の

化
合
物
０
・
０
４
３（
０
・

）

土
壌
含
有
量
・
１
９
０
（
１
５

０
）
▽
い
わ
き
サ
ン
マ
リ
ー
ナ

‖
フ
ッ
素
・
そ
の
化
合
物
１
・

３
（
０
・
８
）
▽
岩
間
公
民
館

鉛
・
そ
の
化
合
物
０
・
０
１

２
（
０
・

）

◆

日
の
県
内
各
地
の
環
境

放
射
線
量
測
定
結
果
（
複
数
回

計
測
し
た
地
点
は
最
も
高
い

値
）◇

県
調
査
▽
県
北
‖
福
島
市
役
所

（
１
・

）
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
（
０
・

）
福
島
西
Ｉ
Ｃ
（
０

・

）
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
紅
葉
山
公
園
（
０
・

）

二
本
松
市
東
和
支
所
（
０
・

）
同
田

沢
集
会
場
（
０
・

）
伊
達
市
下
小
国

中
央
集
会
場
（
０
・

）
同
霊
山
パ
ー

キ
ン
グ
（
１
・

）
同
月
舘
相
葭
公
民

館（
１
・

）本
宮
市
役
所
（
０
・

）

同
白
沢
総
合
支
所
（
０
・

）
同
旧
白

沢
総
合
支
所
（
０
・

）
福
島
北
署
桑

折
分
庁
舎（
０
・

）国
見
町
役
場
（
０

・

）
大
玉
村
役
場
（
０
・

）

▽
県
中
‖
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
０
・

）
田
母
神
小
（
０
・

）

郡
山
市
逢
瀬
行
政
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）

須
賀
川
市
役
所
長
沼
支
所
（
０
・

）

同
岩
瀬
支
所
（
０
・

）
三
春
町
役
場

（
０
・

）
小
野
町
役
場
（
０
・

）

鏡
石
町
役
場
（
０
・

）
天
栄
村
役
場

（
０
・

）
石
川
町
役
場
（
０
・

）

玉
川
村
役
場
（
０
・

）
福
島
空
港
（
０

・

）
浅
川
町
役
場
（
０
・

）
平
田

村
役
場
（
０
・

）
古
殿
町
役
場
（
０

・

）
▽
県
南
‖
白
河
市
表
郷
庁
舎
（
０
・

）
同
大
信
庁
舎
（
０
・

）
同
東
庁

舎（
０
・

）矢
吹
町
役
場
（
０
・

）

西
郷
村
役
場
（
０
・

）
泉
崎
村
役
場

（
０
・

）
中
島
村
役
場
（
０
・

）

棚
倉
町
役
場
（
０
・

）
塙
町
役
場
（
０

・

）
矢
祭
町
役
場
（
０
・

）

川

村
役
場
（
０
・

）

▽
会
津
‖
喜
多
方
市
役
所（
０
・

）

北
塩
原
村
役
場
（
０
・

）
西
会
津
・

野
沢
小
（
０
・

）
磐
梯
町
役
場
（
０

・

）
猪
苗
代
町
役
場
（
０
・

）
会

津
坂
下
町
役
場
（
０
・

）
湯
川
村
公

民
館
（
０
・

）
柳
津
町
役
場
（
０
・

）
三
島
町
役
場
（
０
・

）
金
山
町

役
場
（
０
・

）
昭
和
村
役
場
（
０
・

）
会
津
美
里
町
役
場
高
田
支
所
（
０

・

）
▽
南
会
津
‖
南
会
津
町
役
場
南
郷
総

合
支
所
（
０
・

）
同
伊
南
総
合
支
所

（
０
・

）
同
舘
岩
総
合
支
所
（
０
・

）
下
郷
町
役
場
（
０
・

）
只
見
町

役
場
（
０
・

）
檜
枝
岐
村
役
場
（
０

・

）
▽
相
双
‖
相
馬
市
役
所
（
０
・

）

同
玉
野
出
張
所
（
０
・

）
相
馬
市
山

上
公
民
館
（
０
・

）
相
馬
港
２
号
埠

頭
（
ふ
と
う
）
（
０
・

）
南
相
馬
市

鹿
島
区
役
所
（
０
・

）
同
鹿
島
区
橲

原
公
民
館（
１
・

）同
横
川
ダ
ム
（
１

・

）
新
地
町
役
場
（
０
・

）
浪
江

町
津
島
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
２
・

）

飯
舘
村
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
５
・

）

▽
い
わ
き
‖
い
わ
き
市
三
和
支
所

（
０
・

）
同
小
川
支
所
（
０
・

）

同
勿
来
支
所
（
０
・

）
同
田
人
支
所

（
０
・

）同
小
名
浜
支
所
（
０
・

）

小
名
浜
藤
原
埠
頭
（
０
・

）
い
わ
き

市
四
倉
支
所
（
０
・

）
Ｊ
Ｒ
久
ノ
浜

駅
（
０
・

）
い
わ
き
市
末
続
集
会
所

（
０
・

）同
中
央
台
南
小
（
０
・

）

同
川
前
支
所
（
０
・

）

▽
福
島
第
一
原
発
周
辺
地
域
‖
広
野

町
・
二
ツ
沼
総
合
公
園
（
０
・

）
楢

葉
町
・
旧
楢
葉
消
防
分
署
（
０
・

）

同
・
繁
岡
地
区
集
会
所
（
１
・

）
同

・
中
平
集
会
所
そ
ば
（
１
・

）
富
岡

町
・
滝
の
沢
（
１
・

）
同
・
Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

同
・
旧
富
岡
町
役
場
（
４
・

）
同
・

リ
フ
レ
富
岡
駐
車
場
（
５
・

）
大
熊

町
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
５
・

）
双

葉
町
・
山
田
多
目
的
集
会
場
付
近
（

・

）
同
・
双
葉
体
育
館
（
６
・

）

同
・
郡
山
公
民
館
（
１
・

）
浪
江
町

・
中
央
公
園
（
１
・

）
同
・
幾
世
橋

小
（
０
・

）

◇
文
部
科
学
省
調
査
‖
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
（
０
・

）
伊
達
市
役
所
保

原
本
庁
舎
（
０
・

）
石
神
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
須
賀
川
市
役
所

（
０
・

）白
河
市
総
合
運
動
公
園
（
０

・

）
会
津
若
松
市
役
所
（
０
・

）

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
（
０
・

）
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
（
０
・

）

郡
山
市
役
所
（
０
・

）
広
野
町
役
場

（
０
・

）
川
内
村
役
場
（
０
・

）

葛
尾
村
柏
原
地
区
（
３
・

）
田
村
市

常
葉
行
政
局
（
０
・

）
い
わ
き
の
里

鬼
ケ
城
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
０
・

）

い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
東
風
荘
」
（
４

・

）
石
熊
公
民
館
（

・

）
浪
江

ひ
ま
わ
り
荘
（
３
・

）
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莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

　.（２３）　.（２３）


